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Y分の L地質図E 上 足 寄ゆ"路一第 6 号)

北海道立地下資源調査所

技術吏員三谷勝利

同 藤原背夫

同 石山昭一

はしがき

この図幅説明書は，昭和 34 年 8 月から昭和 36 年 9 月にいたる間の野外調査の結果

を取まとめたものである。

この図幅地域には，日高累層群に属する古期時代の地層をはじめとして，上部白豆

紀，古第三紀，新第三紀にそれぞれ相当する堆積岩および第四紀の火山岩類などの，

多くの地層が発達している。したがって，これらの地層および、火山岩類に関係した，

多岐にわたる鉱産資源が，その規模の大小はあるにせよ賦存されている。とくに，南

東部地域のオンネトー湖で，構造性天然ガスの大きな徴候が発見されたことから，新

第三紀堆積宥の分布する地域が，天然、カ、ス用として，注口される Lこいたった。

野外調査は，堆積岩の分布地域を三谷と石山が，火山岩類を藤原が主としておこな

った口そのほか，先白皇紀の小利別層および|培別層の分布地域の調査を，北海道立地

下資源調査所石炭科長小山内照氏に，オンネトー湖の天然ガス調査を，同所燃料地質

部長長尾捨ー，研究職員斎藤尚志，同松下勝秀の諸氏に，火山岩類の調査を，主任研

究員鈴木守，北海道大学理学部地質学鉱物学教育相馬恒雄の諸氏に，古生物学的な観

察は，北海道学芸大学釧路分校岡崎山夫，山形大学教育学部地学教室吉田三郎，岩イ i

学的な観察は，地質調査所北海道支所佐藤博之の諸氏に御援助をうけた。

また，現地調査に際しては，足寄町役場，足寄営林署，陸別町役場，阿寒硫黄鉱業

株式会社などから御協力を賜わった。

報告にはいるまえに，明記して，深謝の怠を表する。
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I 位置および交通

この図幅のしめる位置は，北緯 43°20'，....，43°30う東径 143°45'~144°00' の範囲であ

る。

行政上は，その大半が，十勝支庁管内の足寄町および陸別町に属し，そのほか北東

隅が網走支庁の津別町，南東隅が釧路支庁の白糠町にそれぞれ属している。

交通は，茂足寄川にそって， 2 級国道が，陸別川にそって道道が通じているほか，

螺湾川 I，足寄JII ，白水川，フータツアショロ川，ベンケクンベツ川など、の主要河川に

そって，町村道および営林署林道が開さくされている。

パス交通は，足寄市街から上足寄，茂足寄を通って阿寒湖畔にいたる定期パスが運

行しているだけである。 ・

':-0::::待。

第 1 図 地形復元図 (1 km で谷を埋める)

等高線開隔 50m 但し 400~500m 聞は 20m間隔

-2-



II 土也 形

この図幅地域の地形は，大きくみると，つぎの三つの地形区に|豆分できる。

a) 地形復元同の標高 350m 等高線以下の地域一陸別川や足寄川などの大きな河川

流域にできた，平坦な段丘，その背後の平夷な台地，および沖積氾濫原などから構成

された地形区。

b) 同図の 350m から 500m の間の地域ーかなり広い範囲にわたる緩斜面や起伏面

をつくっている地形区であって，現地形では，解析作用がし、ちじるしく，また河川流

路が網目状に発達した復雑な形態をもっている。いわゆる，古い地形状態を残した地

形15{ 。

c) 標高 500m 以上の地域 -b) の地形区をうずめて，新しく形成された地域および

b) 地形区内での高い部分からなる地形区。

これらの地形区は，ほぽ， NNE の延長方向をしめし， また，北西から南東にむか

つて， a)-b)-c)-b)-a)-b)-c) の順序で、配列している。

これらの地形区は，基盤をつくる地質状態をよく反映している。すなわち，

a) の地形 I:Z は，おもに， 2 段の河岸段丘堆積物，置戸火山灰層および沖積層の発達

第 2 図 オンネトー湖
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した地域であって，新しい平坦化作用による地形状態を残している。

これに対して， b)の地形区は，新第三紀の川上層群，第三紀の陪別層および日高架

層群に属する小利別層などをつくる地域である。この地域では，長い間にわたって，

削剥や侵蝕を主体にした平坦化作用をこうむってきており，この凶幅地域内において

は，もっとも古い地形形態を残している。

c)の地形区は， i) 基盤の地質構成は， b) 区とほとんどかわらないが，河川の上流

地域そのほかの条件から， b) 区にくらべて削剥の進行ていどの遅かった地域 ii) 新

第三紀末のイコダニヌプリ山熔岩，第四紀の阿寒火山噴出物，雌阿寒火山噴出物など

の火山岩ないし火山砕屑岩類の発達した地域などである。とくに，後者の地域では，

熔岩の流走面をしめす傾斜面をもった火山地形を，はっきりと残している。

また，これらの火山地形の末端部付近には，火山噴出物によって，河川流路が足止

められてできた湖、沼が，ところどころにみられる凸

とくに，オンネトー湖は，ポンマチネシリ火山噴出物によって， !螺湾川上流が堰止

められた，周囲約 2.5km の堰止湖であって，背後にそびえる，雌阿寒岳および、阿寒

富士の勇姿を水面にたたえて，景勝の地となっている。

III 地質概説

この図幅に分布している地層は，第 3 図にしめしたようなものである。

|司幅地域の地質状態は，大きくみると，その西部ど南東部地域に，第三紀層の基盤

をなすジュラ紀~下部白望紀に属する小利別層と上部白望紀に属する根室層群などの

先第三紀の地層が相対i時して，それぞれ発達しており，中央地域にむかつて，順次，

第三紀の上位の地層が分布する，大きな盆地状形態をなしているO

小利別層は，ほとんど輝緑凝灰岩から構成されており，ときに，輝緑岩および石灰

岩を介在している。

根室層群は，全層を通じて，泥岩ないし砂質泥岩の卓越した岩相から構成されてい

る。

この根室層群を不整合におおって，古第三紀の浦幌層群および音別層群が発達して

し、る。

浦l幌層群は，到"路炭田中央地域にくらべて，地層の発達がし、ちじるしく貧化してお

り，さらに，中央地域における標準柱状の上半部の地層一汗平層および尺別層ーを欠
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日寺 イそ 地 層 名 岩質および岩相 火成活動 その I也

;申・ 積 層砂・磯・紡土

産錐 堆 積 物機・砂

ィ、出T

雌阿寒富士噴出物 火山岩塊・火山弾火H蝶火山灰

時持~
阿
寒 ポンマチネシリ噴出物 館主f ・火山磯火山弾軽石・火山灰

積 2 北山噴出物 熔れ・火山磯

目西山噴出物 火山障壁・熔<J ・軽石 火山灰

世
物 中マチネシリ噴出物 火山£，塊火は牒火山灰軽石

四 フツプシ火山噴出物 t在幻火lll~1塊火 ill喋火山灰

i/iJl 沼堆 守f室Hおh 物粘土・砂

置戸火山灰層 火山灰・砂層線

第 2 段丘堆積物 目安・磯

車己 第 1 段丘堆積物 砂磯

+必Hιt

世 寒火物阿山噴出
軽石流堆積物 軽石

熔結凝灰岩 熔結凝灰岩

外輪山熔岩 熔<'

内
鮮 イユダニヌプリ山熔岩 世容岩

新 地変

新l 川」 賞摺老路間
ilレし, -4i14L 尾事 ;1 日t1 ・凝灰質砂是 f

百生、 生々 層 凝J手灰七一 1質2凝含僚灰組特 粒砂岩 海有機孔介虫化化石 石
JII

卦3 中 Ie硬11 頁れ・ iJ l! Xt 層 硬~~貞!fI・砂質 ;Jtl ..lt 凝灰 1'i 砂 tt rr:
上 砂 I; 層 合{喋 *11 粒砂お

臨山下ドド
j有毎懐孔介虫化化石 石

新 碩n~i~'~i ·1 疑灰 1j 層
硬.砂官{頁 f; IJ- 珪賀貞:ft O( 疑灰'h .;ll岩

層 層

*板状王i 岩層
傾6生、t11J I11J- 砂t'w~r: . 凝灰 JJt砂w ・

紀 世
群 月 rJ

iJt'｣i . 砂岩層
;Jt~\l ・硬質頁岩砂 ~'ll *機宕

ィ尺

層 火山砕屑宕層 隊約 i疑灰-t，・凝灰 tt~j;~t ・ 8聖¥!

地変

第三紀 E生 別 層
機-1 1 ・機 Wi 砂む・;氾む・砂岩 石炭

il> i新

群別層
tn

J
ザ

I~ 路 !醤 ;1日*-1:・砂岩

植関物係化不石明
海様介化石

ラ1\ 大 市出 崩 砂芋?

新i

幌群浦層
不整合

｣1t 7JiJ 層 ィ!日む・砂岩・石炭
植物化石

紀 i十t 留 両 層 町岩君7 ・ 6乗 r{砂岩・長会、 ~'t

小
立

J広一f仁，I己HE--
，件、

室似層群
日l~li ・百少 r~

紀
ナイト

川流布累層

~li
、

lι~~ 層 泥~'-~

l 卜/、 l
」

;j;
豆半 r:t

来: 日 Hi:':j 糊群|小利別層 輝緑 i疑灰む向 !~i む石灰 r~ I輝l1i山.-;

第 3 図地質層序
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京日してし、る。

また，雄別層も，地域的な薄い果層として発達しているていどである。

音別層群は，浦幌層群の上に，不整合に累重しているほか，後者の発達地域を北西

方向に越えて，小利別層と直接不整合に貫なっているのこの地層は，砂岩と泥岩から

構成された海成堆積層である。

陸別層は，礁質岩を主構成岩相にした陸成堆積層であって，ときに，石炭層を介在

している。この地層は，まえにのベた浦幌層群および音別居群の積成盆とは，基盤地

層，形態および広がりのちがった内陸成積成盆地内の堆積層である。

中新世の川上層群は，下部は硬質頁岩と泥岩の互層，中部は硬質頁岩，泥岩，凝灰岩

などの互層，上部は泥質岩相からそれぞれ構成された県層である。とくに，中・下部に

は凝灰質岩椙の発達が顕著であるのなお，西翼側における川上層群の最下部には，全般

第 4図河川図
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的に緑泥化した合角閃石玄武岩質安山岩の熔岩や集塊岩などの岩相が発達しているの

この層群は，全層を通じて，海陸介化石や有孔虫化石を産出する海成堆積層である。

これら中新世，およびそれより古期の堆積岩相をおおって，図ill百の北部および東部

地域に，火山岩類が広く発達している。新第三紀鮮新世と思われるイユ夕刊ニヌプリ [U

熔岩，第四紀洪積世前期の火成出動による阿寒火山噴出物，沖積世のフップシ火山噴

出物，雌阿寒火山噴11\物などである。

岩行的には，イユ夕、、ニヌプリ\[，熔岩は，梅色角閃石の斑品を多くふくむ特徴のある

紫蘇輝石普通輝石安山岩であり，阿寒火山噴出物は，玄武岩質安山岩，普通輝石紫蘇

輝石安山岩質，熔結凝灰岩および軽イ i流であり，沖積世の火\11噴出物は，たまたま，

石英の斑品をふくむ巾性安山岩から，かんらん石をふくむ塩基性安山岩まで，多種多

j菜であるの

このほか，図幅地域の主要河川の流域にそって， 2 段の段丘堆積物が，また， 北西

部で第 1 段正堆積物をおおって，置戸火山氏層が，厚く発達している。

VI H 高累層群

この図幅地域には， [1 高来屑 il干上部の空知層群の一部にほぼ対比される，小利目 IJ層

が発達している。

IV.! 小利別層
:<)

1958 先白雫紀層 三行勝利ほか

1963 小利別層 鈴木守ほか

模式地: ベンケクンベツ)[ r流域

分布: !';<H'M の西部地域をしめて分布しており，ホルンナイ沢，ペンケクンベツ

川，宇 j宝別の沢七五などの地域によく発達している。

構造: ほぽ， N30----'80ーE ・ 20 ----， 40 0NW の走!ら j ・傾斜をしめしており，土井の

沢では，小規模な波状摺 ~tl をしているの

岩 相: 全層を通じて， t鬼状♂〉輝緑凝灰岩から構成されているが，わずかに塩基

性火成計煩を介在しているのなお，ホルンナイ沢下流地域では，石灰官をはさんでい

る。

輝結凝灰岩は，粗粒から細粒までの凝灰岩，角磯凝灰有，珪質凝灰岩などの岩相を

しめしているの
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石灰岩は，陪灰色ないし紅灰色の， It酸分にとむもので，ところによっては，珪質

岩と縞状や網目状に互層している白

塩基性火成岩類は，輝緑凝灰岩中に岩床状や熔岩状に浸入しているが，いずれも小

さな岩体である。岩質上では，スピライト質岩，曹長石輝緑岩およびかんらん石輝縁

岩などがみられる。

化 石: ホルンナイ沢に分布する石灰岩の転石から，つぎの化石が産出したり

Montastraca sp.

Stylina sp.

層 厚: 断層で寸断されているので，はっきりした層厚はわからないが，模式地

付近では，おおよそ， 800m 以上の厚さをもっている。

V 根室層群

i湖面の南東地域に発達している。
2)4)

この地層は，隣接図幅地域のこの層群相当層から産出した古生物学上の資料から，

上部白望紀へトナイ i止のものと考えられている O

岩相上から， jE 平累層，川流布県層に区分される。

V.I 活平累層

1959 ¥~平累層 三谷勝利ほか

蝦:汚川支流の 6 の沢にわずかに分布している。

陥灰色または黒色の泥岩で，岩質が軟らかく，風化すると細かく砕けやすし、。円形

や扇平状の泥 Fk 質問球をふくんでいる。

化石は産出しなかった。

層厚は，下限が不明であるが， 400m 以 b:3 圭している。

V.2 JfI流布累層

1959 ]11 流布累層 三谷勝利ほか

分布: 螺湾川支流の 8， 9, 10, 11 の各沢，コイカタショロ川支流などに発達

してし、る。

構造: 断層によってかなり転移しているが，大局的には，螺湾川支流域では，

N 10..--;40oE ・ 30，.......50oSE，コイカ夕、ンョロ川地域では， N70..--;80oE ・ 10..--;20oNW の
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*走向傾斜をもったの向斜構造をなしている。

下位層との関係: 下位の活平累層とは，泥岩に細粒砂岩をはさんでくる部分で境

しており，地層は整合で果重している。

層 相: 主に，暗灰色の泥岩から構成されており，中粒~綱粒砂岩層をところど

ころにはさんでいる。そして，砂岩の一部は， 80，....，100m の厚層に発達している。

泥岩は ， t舌平累層を構成するものにくらべて，いく分砂質を帯び，硬質である。板

状層理が発達している。

j尼岩相中には，灰白色の細粒凝岩の薄層をはさんでいる。

層厚: 螺湾川支流地域で， 700m 以上に達している。

VI 古第三紀層

この図幅の南東部に，小規模に分布している。

古第三紀は，下部の浦 l間層群と上部の音別層群とに 2 分される。

浦l開層群は，根室層群を微傾斜不整合におおっている含炭古第三紀層であって， ~II

路炭田における車要な含炭層をなしている。しかし，この図幅地域では，炭田中央部

にくらべて，地層の発達がいちじるしく貧化しており，その上，同層群の標準柱状の

上半部の地層に当る舌芋層および尺別層に相当する地層は，まったくみとめられない。

図幅地域は，浦 l幌層に相当する地層の発達地域の最北端に当っているが，地層の発

達状態からみて， ~II 路炭田の北限の周縁地域であったことが推察される。

苛別層群は，漸新世を示準する海棲介類化石や，有乳虫化石を産出する海成堆積層

である。

VI.1 浦幌層群

この凶幅地 j或には，浦 1院層群の下半部に当る留真層と雄別層の 2 累層が発達してい

る。

留真層はた赤玉 l喋岩、と俗称された特徴のある喋岩る主構成岩相にした厚い淡水堆

積層である。

雄別層は，到 II 路炭同のほぼ全域に広がった重要な爽炭層である。しかし，この図 i幅

*南に隣接するウコタキヌプリ III 図柄では，この向斜構造の南方の延長部に対してク

ッチャロンベツ向斜と名付けている。
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地域では，せまい範囲に薄く発達しているにすぎず，石炭層も一層介在されているだ

けである。

VI. 1·1 留真層

分布: コイボグショコツ]I[から螺湾川支流の 10 沢の上流にかけて琵達してい

る。

構造: コイボグショコツ川流域では， N30---70oE ・ 10---30口NW，螺湾川地域で

は， N20---30oW • 20---45°NE の走向傾斜をもった向斜状構造をしめしているが，軸

は断層で切られている。

下位層との関係? 根雪層群・川流布累層の上位に不整合で累重しているが，不整

合面は観察でぎなかった。

岩 相: 全層を通じて，陪赤色ないし雑色を呈する喋岩や礁質砂宕の卓J迭した岩

相で構成されており，わずかに，砂宕や泥岩を介在している。

喋岩は，大礁質から綱礁質までの岩十日の不規則互層であって，偽層層I里が発達して

し、る。

構成礁は，赤色チャートと黒色粘板岩が多く，ほかに，緑色や淡飴色の珪質岩，輝

緑凝灰岩，輝緑岩，硬質粘板若，忠色泥岩，砂宕などがみられる口礁は，やや円磨さ

*れており，円磨度は， 4---6 ていどで 5 の範囲にふくまれるものが大部分である。

泥岩は，紫赤色の色調をもった特徴的な外観をしめしている。

層 厚: コイポクショコツ川で， 220m 以上の厚さをしめしているの

VI.1ｷ2 雄別層

分布: コイボクショコツ川最上流で，まえにのベた向斜状構造の束翼側に小さ

な範開にかぎられて発注しているの

構造: N75°E ・ 30 0NW の走向傾斜をしめしている。

下位層との関係: 由真層とは，厚い礁半汁、日の上限で tfr~ しており，地層は漸移して

し、る。

打 相: 灰緑色の色調をもった細粒ないし巾粒砂岩と附灰色の泥宥の互層であっ

て，主主低部付近に石炭および炭質頁 F:A を 1 枚介荘しているの石炭層は，山丈 80cm 前

後である。

*この区分は， KRUMBIN の分類による。
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この地層は，コイポクショコツ川で， 700m の延長範囲にかぎって発達しているも

ので，そのほかの地域では，留真層の上位には，音別層群の地層が重なっているの

この雄別層の貧化および発達の局地化は，青別層群堆積前の削剥にも，いく分起因

*しているであろうが，この地層中の石炭層の発達状態にもしめされているように，こ

の地域が浦幌層群の堆積盆地内の周縁部に位置していて，地層全体の発達状態が不安

定であったことが主閃であろうと考えられる。

層厚: 20m 前後である。

VI. 2 音別層群

浦l院層群と不整合関係に黒重した海成堆積層であって，粗粒から細粒と岩相の変化

する一つの堆積輪廻をしめして累積しているO

岩相上から，下位の大曲層と上位の茶路層に 2 分される。

この図幅地域では，青別層群は，浦幌断層を境して，その東側と西側で基盤地層が

まったくちがっている。すなわち，前者地域では， 1市l幌層群を不整合におおっている

**が，これに対して，両側地域では，日高累層群の小利別層と斜交不整合関係で接して

し、る。

この音別層群の基盤地層の変化は，音別層群と浦幌層群の堆積当時の両積成盆地の

広がりの相違をしめしており，前者の積成盆地は，浦幌層群のそれよりも，北西方向

に広がっていたようである。
2)

この図幅で小利別層の上に分布している音別層群は，隣接する図幅で奥本別屑とよ

んできた地層に相当している。

しかし，この凶幅内では，構成岩相，産 it] 化石群などが浦幌層群を不整合におおっ

て発達する音別層群の地層とほぼ一致していることから，同時期の地層として一括し

て取扱った。

この地層は，岩十日上から，大曲層と茶路層とに区分できる。

VI.2·1 大曲層

1959 奥木別居・緑色砂岩田 三谷勝利ほか

*コイボクショコツ川下流地域に発達する堆別居は， 150---180ill の層厚をもち， 5

---6 枚の石炭層を介在しているの

料 この図幅では，この関係をみることができないが，南西方に隣接する足寄太図幅

内では，両地層の累重関係が観察できる。
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模式地: 螺湾川支流 6 の沢およびコポイクショコツ川上流巴

分布: 螺湾川支流 6 の沢から 3 の沢上流にかけた地域およびコイポクショコツ

川上流地域に発達している。

構造: 螺湾川地域では， NI0，...，..50
o
W の走向をもった波状摺曲構造をしめてお

り，また，コイボクショコツ川地域では， N 20，...，..30oE 方向の向斜構造が発達している白

層 相: 全層を通じて，粗粒から細粒の砂岩が卓越しており，わずかに，砂質泥

岩を介在している。

砂岩は，灰緑色ないし暗隷色を呈して，やや軟らかい岩木目をしめしている。円麿さ

れた細礁や団球をふくんでいる。

螺湾川地域では，安山岩の小角喋をともなった凝灰質砂岩が部分的にはさまってい

る。

コイボクショコツ川地域におけるこの地層の基低岩相は，含礁質の巾粒ないし細粒

砂岩である。

また，全地域を通じて，最上部付近に，細礁をふくんだ粗粒ないし中粒砂岩を介在

してし、る。

化 石: コイボクショコツ川地域では，全屑にわたって化行を産出する。保存は

比較的良い。産出化石は，つぎのようである。

Yoldia sp.

Climocardivmassagaiensis(MAKIYAMA)

N(;mocardiumezoensisTAKEDA

VenericardiaexparsaTAKEDA

そのほか 2 枚介数種

螺湾J11 6 の沢では，砂岩および泥岩中から，つぎの化石を産出した D

Clinocardium Sp.

Macomasejugata(YOKOYAMA)

Aのla grewingkiMAKIYAMA

層 厚: コイボクショコツ川地域では，100m 1J1f後，螺湾JII地域では， T限が断

層できられているが， 200m 以上の厚さをそれぞれしめしている。

VI.2·2 茶路層

1959 奥本別層・灰色泥岩層 三谷勝利ほど
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模式地: 螺湾川支流 3 の沢およびコイボクショコツ )11 上流。

分布: 螺湾)I[ 3 の沢上流およびコイボクショコツ川上流地域に発達しているc

構造: コイボクショコツ川地域では， N20.......300E 方向の向斜構造をなしてお

り，その西翼ーでは 20.......30°，東翼では 40.......50° の傾斜をしめしている。 また，螺湾川

地域では， N60，......700E ・ 50，......55°NW の走向傾斜をしめしている。

下位層との関係: 下位の大曲層とは，喋質砂岩から厚い泥岩に岩相の変る部分で

境している。

層 相: 全層を通じて泥岩から構成されており，ところどころに砂岩の薄層をは

さんでいる。

泥岩は，暗灰色を呈し，かなり堅硬である。風化すると，赤褐色になり，玉葱状構

造を形成している。ときに，同球をふくんでいる。

砂岩は，淡灰色ないし淡緑色の色調をもった中粒から細粒の岩相をしめしている。

やや堅硬で，板状層理が発達している。

この地層は，下半部は泥岩が卓越し，上半部はむしろ砂質泥岩にとむ岩相で構成さ

れている。そして，上半部で，砂岩の薄層をひんぱんにはさんでいる。

化石: ゴイボクショコツ川流域から，つぎの化石を産出する。

VenericaydiaexpansaTAKEDA

保存不良の2 枚介化石数種

Plecto/rondiculariapackardiCUSHMAN etSOHENCK

層 厚: コイボクショコツ川地域で， MOm 以上の厚さをしめしている。

VII 第三紀層 (時代未詳)

VII.1 陸別層

1958 陸別居・フウチャシナイ川礁岩田 三谷勝利ほか

模式地: ホルンナイ JII 流域

分布: 足寄川から西方の地域に，広い範囲を占めて発達している。

構造: 断層によって，し、く分乱されているが，ほぽ南北方向の軸の盆状構造を

しめしている口なお，宇遠別地域では，小規模な背斜および向斜構造が発達している。

地層は， 10 ，...... 30° の緩い傾斜をしめしている。

下位層との関係: 日高架層群の小利別屑の上に不整合に累重している。不整合面
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;は， 1.........2 の地点で観察できるが，いずれも，基低部分には，その下位に直接する基盤

岩と同質の，亜角礁から構成された大磯質喋岩相が発達している。

層 相: 磯岩，喋質砂岩を主構成岩相として，粗粒から中粒までの砂岩，泥岩，

凝灰岩などを介在している。また，地域によって，石炭層を介在している。

喋岩は，暗緑色から暗紅色の色調をもった軟弱な岩相をしめしている。一般に，拳

大から小立大ていどの大きさの角喋や亜角礁から構成されている。醸の分級は悪く，

*また，円磨度は， 3.........4 のものが大半である。

際種は，輝緑岩と赤色チャートがもっとも多く，ほかに，輝緑凝灰岩，硬質粘板岩，

粘板岩などをともなっている。また，ときに石灰岩礁をふくんでいる。

泥岩は，チョコレート色をもった特徴的な岩相をしめしている口植物化石や炭質物

をふくんでいる。

石炭層は，泥岩と砂岩の互層岩相中に地域によって 1 枚介在されている。炭質は，

やや粗恵である。

この地層は，全層を通じて，操岩や礁質砂岩がいちじるしく卓越しており，ときど

き，砂岩や砂岩・泥岩互層をはさんでいる。しかし，全般的に不均質な累積状態をし

めしているので，地域による岩相変化がし、ちじるしく，全域にわたって追跡できるよ

うな鍵層はみとめられなし、。また，全層を通じて，偽層層理が発達している。

石炭層は，鳥取付近の小沢に露頭がみられるが，連続性には乏しいようである。

化 石: 行炭の花粉分析の結果は，つぎのようである。(岡崎由夫氏による)な

お，百分比は，産出全花粉胞子に対するものである。

Picea 13.2%

Pinus 11.3;;;:;

Tsuga 1. 2 ア4

Larix? 0.6 アJ

Taxodiaceae 4.4~;;

Taxodium 2.5;;;

Betula 10.19,j

Fagus 4.4 タJ

*前出。
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Quercus 22.6%

Ulmus? 0.6 ガ

Alnus 10.1εJ

Tilia? 0.6 タ5

Zelkora 0.6 タJ

]uglans 3.7 タJ

Pterocarya 3.7 タJ

Carya 8.0 タζ

Car ρinus 0.6.?ζ

Miriophyllum

Umb:duferae

Equisetum

Osmunda

Polypodi・um

そのほか種属不明 8 種

岡崎によると，陸別層の石炭巾の花粉胞子群は ， ]uglandaceae(クルミ科)で特徴

されるものであって，車|臥炭 If! 内に発達する浦幌層群および、音日Ij層群の地層の花粉胞

*子群とは，かなり構成要素がちがっている凸

層厚: 800m 以上の厚さをしめしている。

VIII 新第三紀層

|文 i幅地域に発達する新第三紀の地層としては，中新!日:の川上層群があるの

VIl LI 川上層群

1958 川上層群 三谷勝利ほか

この図幅の中央部および東部地域に広く発達している。

この地層は，下半部は，硬質頁岩および凝灰岩を，また， と半部は， ?尼岩を主構成

宥十日とする海成堆積層である。全層厚は， 1,500---2,000m 以上:に達している。

*凶崎氏からの私信によるのなお，陸別層の地質時代については，別稿で発表する予

定であるの
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なお，全層を通じて，火山砕層岩類をひんぱんにはさんでいるが，とくに，下部の

地層中には，角閃石の斑晶をふくむ基性安山岩が特徴的に発達している。

この地層は，図幅内では，北東方向に広がった一つの向斜状構造をとって分布してい

る口そして，下位の地層とは，断層で接しているが，向斜構造の両翼で，接する地層が

まったくちがっている。西翼では，小利別層およびこれに上位する陸別層に接してお

り，また，東翼では，根室層群および音別層群の地層に接している。このことは，川 k

層群のJ(t積盆地が，これよりも古い時代にあって消滅した性格のちがった二つの積成

金にまたがって，その両積成盆の問に形成されたものであろうことをしめしている。

この地層は，構成岩相のちがし、から，木別沢屑，仁生層および貴老路層の三つの累

層に 12<~分される。

VIII·1·1 本別沢層

1958 本別沢田 三谷勝利ほか

この地層は，まえにのベた向斜状構造の両翼で，地層の果重状態がちがっている口

東翼では，下部の泥岩砂岩層と上部の板状頁岩層との果層であるが，西翼では，下部

には，火山砕屑岩層が厚く発達し，このと位に板状頁岩層が果重している。しかも，

四翼側の南部地域では，板状頁岩層の発達はみられず，火111昨屑岩層に仁生)吾が直拡

重なってきているの

なお，両翼とも，最下部の地層は観察できない口

構成岩相上から，三つの部層に区分される。

a) 火山砕屑岩層(新称)

校式地: 官域付近の足寄川右側支流流域。

分布: 向斜状構造の西翼部にのみ発達しており，足寄川およびフータツアショ

ロ川の右側支流の各流域に分布している。

構 造: N 20..........50 oE ・ 20..--.-40oSE の走向傾斜をもった単斜構造をしめしている口

層 相: 熔岩，集塊岩，角喋凝灰岩，凝灰岩などの火山砕屑岩相を主構成岩とし，

凝灰質砂岩，泥岩，硬質頁岩および礁岩などをともなっている。

熔岩は，淡緑色を呈して，堅硬であるのいちじるしく緑泥石化をうけている。がし、

して，斑品は少なく，完品質のものが多い。また，地域によって岩相に変化がみとめ

られる。岩質は，含角閃石玄武岩~玄武岩質安山岩で、ある白

顕微鏡下の観察では，つぎのようである。
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斑 晶: 緑泥石で汚染された斜長石と鉄苦土鉱物の分解によって生じた緑泥石

第 5 図 本別沢田中の合角閃石玄武岩質安山岩熔宕

である。なお，変質のよわいところでは，普通輝石，紫蘇輝石のほか，褐色角閃石

がわずかにのこっているロ

石 基: 斜長石，緑泥石，磁鉄鉱，破瑠などからなっており，流理構造をもっ

たインターサータノレ組織をしめているの

凝灰岩は，淡灰色の粗しような岩相をしめしている。一般的に浮石瞭や安山岩角礁

をふくんでいる白

凝灰質砂岩は，粗粒から中粒の砂岩であって，塊状の岩相をしめしている。浮μゃ

安山岩小岩片を多くふくんでおり，その一部は，緑泥石化して，時緑色にかわってい

る。また，線泥石化された火山岩礁や岩片を多量にふくんだ暗緑色の特徴的な砂岩本口

がみとめられる。

穣岩は，挙大以下の亜円撲を凝灰質砂岩で充填した軟弱な岩相をしめしている。礁

は，開縁岩，輝緑凝灰岩，赤色チャートなどが多いが，安山岩質の亜円擦もまじえて

し、る。

この地層の下部は，火山砕屑岩類が卓越し連続性に乏しい喋岩や浮石質凝灰岩を

介在する累層であり，上部は，浮石質凝灰岩にとむ凝灰質砂岩，泥岩，硬質頁岩など
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との互層岩相から構成されている。

なお，下部層に介在される熔岩は，おもに，宮城付近から南の地域で発達しており，

北の地域では，集塊岩や角喋凝灰岩などの岩相に変化している白

化石: 浮石質疑灰岩から，つぎの化石を産出した。

Nucvlana sp.

自sh bone

層 厚: 宮城付近で 260m 以上の厚さをしめしているの

b) 泥岩・砂岩層(新称)

模式地: 螺湾川本流上流。

分布: 向斜状構造の東翼地域に発達しており，螺湾川上流からオンネトー湖南

西岸付近にかけて分布している。

構造: N50---600E ・ 30° 土NW の走向傾斜をもった単斜構造をしめしている。

下位層との関係: 東翼地域では，下位の地層と断層で接しているので，直接の累

東状態は観察できない。

火山砕屑岩層とは，分布地域が向斜状構造の両翼でへだたっているので， j宣J妾の関

係は明らかでなし、ο ただ，これらの地層は，両翼における木別沢層の下部岩相をしめ

ているところから，同時期の異相であるとも察せられる。なお，東翼側では，火山砕

)百岩屑に相当するような岩桐は，みとめられなかったり

層 相: 晴灰色の泥岩，硬い板状頁岩，砂岩，棟質砂岩，礁岩などの不規則な互

)膏岩相から構成されている。

砂岩は，暗緑色の粗粒から中粒の店十目であって，一部に，白色の火山性抑片を多く

ふくんだ凝灰質若干口を， ともなっているの

喋岩は，虫色粘仮岩，赤色チャート，輝緑岩などの亜門礁から構成された，やや硬

い岩相をもっているの瞭量;は，割台に少ない。

この地層は，全般的には ， i尼白岩にとんだ砂官との互層である。そして， j尼岩中に，

砂粒や砂岩内不規則境をふくんでいて，かなり不安定な累積状態をしめしている。

板状頁岩は，上部にわずかに介在している。

化 ィ I 粗粒砂岩から ， Macomasp. を数個体産出したの

層 厚: 500m 以土の厚さをしめしている。

c) 板状頁岩層
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1958 本別沢目・板状頁岩間 三谷勝利ほ 2

模式地: 螺湾川支流 3 の沢流域。

分布: 下位の地層とちがって向斜状構造の両翼にわたって発達しており，螺湾

川上流からポンモアショロ川上流にかけた地域および足寄川やフータツアショロ川流

域に分布している。

なお，両翼部の鳥取から南の地域では，この地層に相当する岩相はみられず，火山

砕屑、岩層の上位には，仁生層が直接重なっている。

構造: 東翼の螺湾川地域では， N50.......700E ・ 20，.....，300NW，西翼の足寄川地域で

は， N1O.......40 0E ・ 10.......30 05E の走向傾斜をしめした大きな向斜状構造をなしている。

そして，フータツアショロ川口付近には，緩い波状摺曲構造が発達している。

下位層との関係: 螺湾川流域では， {尼宕・砂岩層に，足寄川地域では，火山砕府

宕層にそれぞれ整合に県重している。

層 相: 硬質頁岩の卓越した砂質泥岩との互屑であって， .ll質頁岩， ~~~色凝灰質

砂岩および粗粒ないし中粒砂岩を介在している。

珪質f(岩は， H青飴色をしめした堅硬なむ相であって，厚い板状層理が発達している。

この右相 lこは，白色の火 Il l'!生微パーをかなりふくんでいる円

黒色凝灰Y:r砂宕は，粗しような塊状の岩桐をしめしているの輝行や角閃石の鉱物JI ー

を多くふくみ，また，ところによって，角陳凝灰岩状の岩相になっている。

このJ也)替は，東買の螺湾川地域とT§更の足寄川地域とで，構成む!日がし、く分ちがっ

ている。

螺湾HI地域では，全層を通じて，板状の硬質頁岩がし、ちじるしく卓越しており，下

半部に黒色凝!火質砂岩を数枚はさんでいるロ

一方，足寄川流域では，やや硬い砂質泥右と硬質日討の瓦層果層であって，堅硬な

It質頁清や厚さ 10，.....，20 em ていどの泥質凝灰岩などを，ところどころに介在してい

るのまた，後者の地域は，全層を通じて，凝灰質な岩相をしめしているO

この地層は，全地域を通じて， ~tr. J:部の地層中に団球をふくんでいる。

化石: 硬貨頁岩や砂質泥右には，介煩および有孔虫化イ iをわずかにふくんで、い

るが，保存のJ互いものが多い。種属の決定できた化石はつぎのもので、ある。

Thyasirabisecta(CONRAD)

CyclaminaezoensisASANO

-19-



Nodosaria ρryrula d/OLBIGNY

Buliminasp.

層 厚: この地層は，螺湾川地域と足寄川地域とで，地層の発達がいちじるしく

ちがゥてし、る。

前者の地域は，下限が断層で切られているが，盃沢で 350m 以じポンモアショロ

川で 600m 以上の厚さをしめしている。

また，足寄川地域は，北部から南部にむかつて，地層の発達は貧化し，鳥取付近の

南の地域では，この地層に相当する岩相はみられない。層厚は，ブータツアショロ川

で 200m ホルンアショロ川で 160m 前後をしめしている。

VIIIｷ1ｷ2 仁生層

1958 仁生層 三谷勝利ほか

1962 茂螺湾層 井上英二ほか

この図幅内で，もっとも広い範囲をしめて発達している O

全層を通じて，凝灰岩ないし凝灰質岩相を多く介在する地層であって，中部に特徴

のある凝灰質砂岩をはさんでいる。

下位の本別れ層とは，凝灰岩および堅硬な珪質頁岩をひんぱんにはさんでくるとこ

ろで境している。したがって，仁生層の下限は，かならずしも同時面をしめさない。

岩相のちがし、から，硬質頁岩・凝灰岩互層，砂岩層，硬質頁岩・泥岩層の三つの部

層に区分できる。

a) 硬質頁岩・凝灰岩層

模式地: 螺湾川支流盃沢流域および足寄川支流 613 点沢流域。

分 布: 螺湾 JII ，茂足寄川，足寄川，ホルンアショロ川，白水}I I，フータツアシ

ョロ川，陸別川などの本流および支流流域に発達している。

構造: ホルンアショロ川以南の地域では， N30.-.600E，以北の地域では， NS.-.

N200E の摺曲軸をもった波状摺曲構造をもち， 30° 以下の緩い傾斜をしめしている。

なお，浦幌断層に近いところでは， 50.-.60° の急傾斜をしめしている。

層 相: 硬質頁岩，泥岩，凝灰岩，珪質頁岩などの岩相から構成されており，と

きに，砂岩を介在している。

凝灰岩には，浮石にとむ粗しような岩相と，灰白色をしめしてやや硬い細粒凝灰岩

がみとめられる。前者は，一般に 2.-.5 ill の厚さで発達しているが，後者の岩相は，
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第 6 図仁生層の硬質頁岩(螺湾川)

珪質頁岩と薄く互層しているものが多い。また，粗粒岩相の一部に，緑泥石化をうけ

て緑色凝灰岩に似た岩相にかわっているものがみとめられる。

顕微鏡下で観察すると，正i英，斜長石，角閃石，黒雲母などの鉱物のほか，石英

安山岩の岩片などをふくんでいるの

岩質は，石英安山岩質である。

硬質頁岩や泥岩は，下位の本別沢層の構成岩にくらべて，かなり凝灰質である。

この地層は，地域によって，地層の累重状態にかなりのちがし、がみとめられる。

模式的に発達する蝦湾川支流の盃沢では，最下部の厚さ 100m 前後の部分は，珪質

頁岩の卓越した硬質凝灰岩，硬質頁岩，泥岩などの互層である。そして，この上位に，

厚さ 70m 前後の含浮石凝灰質粗粒砂岩にとむ砂質泥岩との互層岩相が，さらに，上

位には，浮石質粗粒凝灰岩をひんぱんにはさんだ硬質頁岩，硬質細粒凝灰岩，泥岩な

どの互層岩相が厚く果重している。

これに対して，この北東方のポンモアショロ川地域では，中部の粗粒砂岩にとむ岩

相や珪質頁岩本目はほとんど発達しておらず，全層を通じて，砂質泥岩や泥岩にとむ硬

質頁岩との互層累層をなしている。そして，浮石質や細粒質の凝灰岩薄層を多くはさ

んできている。

また，さらに東方のワッカピリカ川地域では，凝灰質岩を特徴的にはさんでいるこ
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の部層は，発達していないようである。

一方，西翼部のこの地層は，硬質頁岩，泥岩，硬質細粒凝灰岩などの厚薄互層から

構成されており，とくに，下部には珪質頁岩，上部に浮石質凝灰岩をかなり多くはさ

んでいる。この地層は，全域を通じて，凝灰質岩相が顕著である。とくに，中下部に

は，硬質細粒凝灰吉を，上部には，浮石質粗粒凝灰岩を，それぞれ特徴的にはさんで

し、る。

また，全層にわたって，団球をふくんでいる。

化 石: 泥岩および硬質頁岩から，わずかに介類および有孔虫化石を産出したり

おもなものはつぎのようである。

Nuculanasp_

Lvcinomasp.

Solemya

CyclaminaezoensisASANO

Cye!aminasp.

層 厚: 東翼では，盃沢で 680 m Hi]後の厚さの地層が東方にむかつて薄化し， '7

ッカピリカ川では，尖減している。

~1j ， 内ー翼部では，足寄川上流で， 550m の厚さをしめしているの

b) 砂岩層

い〉

1962 J: 螺湾砂岩層 井上英二ほか

模式地: 足寄川支流 475 点沢。

分 布: 茂足寄 III から南側の地域に発達している。

下位層との関係: 硬質頁岩・凝灰岩層の上位に整合して果垂しているの

層 相: 陥灰色ないし暗緑色の色調をもった，棟質や粗粒質の砂岩から構成され

ている。

この砂岩は，やや硬く，分級の忠、い j鬼状の岩相をしめしている凸浮イr，赤色チャー

ト，輝緑岩，粘板岩，頁岩などの細礁をふくむほか，硬質頁岩， J主質頁官，凝灰岩な

どの岩相をレンズ状にはさんでいる。

また，ところによって，硬質頁岩や浮石賀凝灰岩の薄層を介在している。模式地付

近には，石英，黒雲母，角閃石などの鉱物を多くふくんだ特徴のある相粒砂岩を， 1--ｭ

2 枚はさんでいるが，ほかの地域には追跡できなし、

- 22-



この砂岩国は，岩相の地域差がほとんどみとめられない。

化石: 砂岩中に，介類化石の岐片を多くふくんでいる。

層 !享: 模式地から盃沢口までの地域で， 300.......360 m ともっとも厚く発達してい

るが，ここから東方にむかつて，ポンモアショロ川で 100m 前後，慶円沢で 50m，上

自愛で 15m と発達が貧化している。なお，茂足寄川から北の地域では，この地層は発

i杢していないようである凸

c) 硬質頁岩泥岩層

模式地: 茨城付近の茂足寄川流域。

分 布: 上足寄から茂足寄 Jこいだる間，および上白愛付近の茂足寄川本流支流流

域に発達するほか，白水 ill ，足寄川およびフータツアショロ川などの中・上流域にも

分布している。

構造: 茂足寄川流域では， N1O.......30 0E 方向の摺曲軸をもった波状摺曲構造を

しており， 20.......30° の傾斜をしめしているのまた，上白愛地域では， 断層で寸断され

ているが， 10.......20° と緩く傾斜した盆地状構造をしている。

下位層との関係: 砂岩層の発注する地域では，この砂岩相の上限でこの地層と境

し，ほかの地域では， {手イ i質凝灰岩を多く介在する県層の上限で地層を境しているの

いずれも，下位層とは，整合に重なっている。

層 相: おもに，泥宕，砂質j尼岩，硬質頁岩などから構成され，凝灰質砂岩，納

粒i疑庚岩などを介在している。

この地層は，模式地付近では，硬質頁岩にとむ泥岩など砂質泥岩との互屑であって，

ときに，厚さ 20.......30cm の巾粒ないし細粒の砂胃をはさんでいるのそして，この東方

の土庁愛付近では，砂質泥岩および泥岩の卓越した硬質頁岩との互層累層にかわて

し、る D

また，白水] II や足寄川地域では，硬質五右と泥宕との板状互層をなしているの

化石: 茨城付近の段丘崖の泥岩から，つぎの化石を産出したの

Portlandiasp.

AめItilus sp.

Venericardiaofabeshinaiensis

Solensp.

Clinocardiumsp.
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Lucinomasp.

Periplomayokoyamai

Ne ρtunea modestus

また，泥岩中には ， CyclaminaezoensisASANO を各所でふくんでいる。

層 厚: 模式地で、もっとも厚く， 360m 以上に達しているが，ここから東方のワ

ッカピリカ川で 140m ，上白愛で 80m と東方にむかつて，発達がわるくなっている。

なお，北方の白水川流域では， 50m 以上の厚さをしめしている。

VII I. 1.3 貴老路層

1958 貴老路層 三谷勝利ほか

この地層は，川上層群最上部の地層である。泥岩および砂質泥岩で構成されており，

下部に，特徴のある凝灰質粗粒砂岩層が発達している。

下位の仁生層とは，組粒砂岩層の下限で境しており，地層は整合している。

岩相のちがいから，砂岩層と泥岩層の二つの部層に区分できる白

a) 砂岩層

1958 貴老路層・緑色砂岩層 三谷勝利ほか

1962 貴老路層・下部砂岩層 井上英二ほか

模式地: ワッカピリカ]I[日付近。

分布: 貴老路層の下部層として，ほぽ全域にわたって発達している。

層 相: 凝灰質の含喋粗粒砂岩で構成されており，浮石質凝灰岩，角牒凝灰岩な

どをともなってし、る。

この砂岩は，淡緑色ないし淡灰色をしめした，塊状で粗しような岩相である。分級

は，かなり悪いようである。浮石喋，細粒凝灰岩の岩塊，暗緑色の鉱物片や岩片など

をふくみ，また，介類化石の破片-をかなりふくんでいる。下位の仁生層中部の砂岩層

のものにくらべて，より凝灰質である。

この砂岩層は，模式地および茂足寄付近では，浮石質凝灰岩や細粒凝灰岩などを多

くはさんだ，含喋組粒砂岩相であるが，北方の白水川やフータツアショロ川地域では，

凝灰質岩を岩塊や礁としてふくんだ粗粒砂岩相になっている。

化 石: 砂岩中に，介類化石の破片をかなりふくんでいる口

Nvcvlanasp.

Clinocardiumsp.
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層 層: 模式地付近では， 15.--20m であるが，北方のフータツアショロ川では，

10m 以下に薄くなっている。

b) 泥岩層

1962 上部泥岩層 井上英二ほか

模式地: 下白愛付近の茂足寄川流域。

分布: 模式地付近では，盆状構造の底部に発達している。また，北部では，白

水川，足寄川，フータツアショロ川などの上流から，網走川支流のイユ谷にかけた地

域に広く発達している。

構造: 模式地付近では，断層で、寸断されているが，ほぽ 10° 以下の緩い傾斜の

盆状構造をしている。また，北部地域では， N10.--300E ・1O----200SE の走向傾斜をし

めしている。

層 相: 全層を通じて，暗灰色の泥岩ないし砂質泥岩から構成されており，わず

かに，疑灰岩や凝灰質砂岩を介在している。

泥岩は，やや軟質で，層理に乏しい岩相である。風化すると，灰白色ないし淡灰色

の細かい岩片に砕けやすくなる。また，玉葱状構造が発達している。

この泥岩には，細瞭，白色の火山性徴片，珪藻類，炭化木片などをふくんでいる。

また，団球をわずかにふくんでいる。

全域を通じて，岩相の変化はあまりみとめられない。

化石: 泥岩中から，つぎの化石を産出した。

Nvculanasp.

(･o!dia(s.s.)n.sp.J

Portlaniia(Portlandel!a)sp.

Port!andiasp.(tokunagaitype)

D&nta!ivmsp.

CyclaminaezoensisASANO

Haρ!ophragmoides sp.

Ba!hysiphonsp.

そのほか介類，珪藻類化石

層 厚: この地層は，上限が不明であるが， フータツアショロ川流域では， 400

m 以上の厚さをしめしている。
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IX 新第三紀の火成岩類

この凶幅内に発達する新第三系火成岩鎖は，鮮新世に属すると考えられるイユ夕、、ニ

ヌプリ山熔岩，および川上層群の地層に注入している安山岩の岩脈である。

IX.1 イユダ、ニヌプリ rU 熔岩

この図|隔の北京地域にあるイユダ、ニヌプリ山を構成する熔岩である。

この熔岩は，イユダニヌプリ山の丙方および南方地域に分布しているもので，川上

層群の地層を不整合におおっている巴

陪灰色の外観をしめす堅硬な岩石であって，板状節理が発達している。

岩質は，合角[)~]石紫蘇輝石普通輝石安山岩であって，オパサイト縁をもった掲色角

閃石を特徴的にふくんでいる口

第 7 図 イユダニヌプリ山熔岩 x50, II ニコル

(合角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩)

顕微鏡下で観察すると，つぎのようである。

班 品: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉角閃石

石 基: 一般的には，ハイアロピリティック組織をしめし，ガラス，磁鉄鉱微

粒，引状の輝石，斜長石微品などからなっている。一部には，かなり完品質で，イ
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γターサータノレ組織からサブオフィティック組織までしめしているものもある。

この熔岩の岩買は，川上層群下部の木別沢層に介在される火山砕屑岩の岩質と，か

なりにている。また，分布状態も，かなり解析された山地形をしめしている。

これらの点から，鮮新世末期の火成活動に由来するものと考えられる。

IX.2 安山岩(岩脈)

茨城付近や宮城付近で，川上層群の地層を貫ぬいて，岩脈状の安山岩が発達してい

*る。
岩質は，含角閃石玄武岩質安山岩であって，結泥石化を特徴的にうけているo

顕微鏡下で観察すると，つぎのようである。

斑 晶: 斜長石だけが残っており，鉄背土鉱物は，全部緑泥石化している。

石 基: やや流理構造をもった，細かなインターサータル組織をしめしている。

斜長石と緑泥石が多く，わずかに，ガラスや磁鉄鉱をふくんでいる。

このほか，足寄川の最上流付近に，庄化のいちじるしい含角閃石紫蘇輝石普通輝石

**
安山岩の岩脈が，J11と層群上部の貴老路層に貫入しているの

第 8 図 合角閃石紫蘇輝石普通輝石安山岩岩脈 x50, II ニコノレ

*地質図では Al の記号をつけてあるの

**地質図では A2 の記号をつけてある。
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この安山岩は，部分的にかなり勇断をうけている。その部分で，とくに珪化を強くう

けている。紫蘇輝石の巨品を特徴的にふくんでおり，ときに，角関石もみとめられる。

斑 品: 科長石〉普通輝石〉紫蘇輝石〉角閃石。これらの斑品鉱物は，いずれも，

男聞や割目にそって，褐色の汚染を主とした変質をうけている。ときに，未変質の斜

長石の残品があるが，鉄苦土鉱物は，完全に緑泥石化している。

イ i 基: 斜長石，輝石の微品がわずかに残っているが，大部分は，網粒の石英で

置換されている。

これらの安山岩岩脈は， rll新 Utの川上層群中に貫入しているものであって，岩質上

では，かなり緑泥石化作用をうけている。これらの点からみて，その注入時期は，中

新世末期ないし鮮新旧初期であろうと思われるD

X 第四紀層

この図III日地域に発達する第四紀層は，洪積ドセの阿寒火山噴出物，段丘堆積物，置戸

火山灰層，沖積世の湖沼堆積物，フッブシ火山噴出物，雌阿寒火山噴III物，庄錐堆漬

物および沖積堆積物である。

第四紀の火山岩類は，洪積世と沖積世で，岩質がし、ちじるしくちがっている口すな

わち，阿寒カルデラ形成前の阿寒火山噴出物は，ピジョン輝石賀岩系に属する安山宕

であり，沖積世の火山噴出物は，紫蘇輝石賀岩系に属する安山岩を特徴としている。

X.I 洪積世地層および同時期火山噴出物

Xｷ1ｷ1 阿寒火山噴出物

この図隔の北部地域で，新第三紀中新世の川 k層群の地層をおおおって広く分布し

ている。

この阿寒火山噴出物は，先カノレデラと後カルデラの噴出物にわけられる D

前者は，外輪山熔岩で，後者は，熔結凝灰岩および軽石流堆積物である。

この火山噴出物のうちで，後カルデラの火山噴出物の噴出時期は，勝井 B，はじめ

洪積世前期としていたが，その後洪積世後期と訂正しているようである D また，水野・

百石は，この噴出物が標高 230 ，.....， 300m の古期段丘堆積物をおおっている事実から，

洪積世後期のトッタベツ氷期 E の時期の活動に由来しているとのべている。

この図幅内では，この火山噴出物である熔結凝灰岩の上位に，第 1 段丘堆積物(比

高 10 ，.....， 20 m) が累重している。また，熔結凝灰岩の上面は， かなり解析された地形
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状態をしめしており，さらに，その分布は，現河川とは，ほとんど無関係に点在して

いるの

このような点から，その噴出時期は，洪積世であることは，ほぼ推察される。

a) 外輪山熔岩

この熔岩は，東に隣接する阿宋湖凶幅地買で、模式的に発達しており，この図|隔内で

は，北東隅にわずかに発達している。そして，新第三紀の川上層群および、イユダニヌ

プリ熔岩をおおっているロ

黒色の堅硬な岩相で、あって，厚い板状節理が発達している。

岩質は，玄武岩質安山岩ないし玄武岩である。ひじように完品質で，インターサー

タル組織が特徴的で、ある。

第 9 図 外輪山熔岩(玄武岩質安山岩〉 x50, II ニコノレ

顕微鏡下の観察は，つぎのようである口

斑 晶: 斜長石〉普通輝石二>紫蘇輝石。

石 基: 結晶粒の大きい，インターサータノレ組織をしめしている。おもに，斜

長石と単斜輝石からなれガラスおよび磁鉄鉱をわずかにふくんでいる。

b) 熔結凝灰岩

足寄川支流の 637 点沢から北の地域に分布しているほか，茂足寄川流域の伊奈，干ー
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白愛および螺湾川 10 の沢口付近などに，小規模に分布している凸そして，フータツア

ショロ川支流の 741 点沢に模式的に発達している。

新第三紀の川上層群，陸別層，小利別層などの地層を広くおおっている。

この熔結凝灰岩は，模式的に発達しているフータツアショロ川の西側では，いわゆ

る火山岩地形をつくって分布しているが，そのほかの地域では，河川の緩斜面や屋根

の部分に，点在して分布しているところが多い。また，かなり解析された地形をつく

っている。

一般には，薄い板状節理をもった，やや硬い岩相をしめしているが，風化部分や岩

休の薄いところでは，板状に岩塊化しているの

岩相は，流理構造をしめし，いちじるしく熔結作用をうけている。そして，外来岩

片や黒曜石のパッチをふくんでいる。

岩質は，普通輝行紫蘇輝石安山岩質のものである。

第 10 図 [Hi:通輝石紫蘇輝石安 III岩質熔結凝灰岩

顕微鏡下で観察すると，つぎのようである。

:tXI 品: 大部分が斜長石であって，普通輝石，紫蘇輝石をわずかにふくんでい

る。

石 基: 無色ないし黒色のガラスが，熔結して繊維状の流理構造をとっている。
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また，小球頼としても多くふくまれており，その周辺部分は，淡褐色に汚染されてい

る。

c) 軽石流堆積物

凶幅の北東地域で，熔結凝灰岩をおおって，わずかに発達している。

灰白色をしめし，珪長質な軽石を多量にふくんだ粗しような岩相をしめしている。

Xｷ'.2 段丘堆積物

凶幅 I}~ に発達する段丘堆積物は，それぞれの地層のしめている位置の高度や，平坦

面の解析のていどを基準にすると，二つの段丘群に iベ分できる。

a) 第 1 段丘堆積物

おもな河川の流域にそって，発達しているの現在の河床面からの比 l告は，陪別川流

域や土足寄付近では， 8--15m 以上であるがタ河川の上流地域では， 2--5m 以下にな

っている D

堆積物は，おもに，砂瞭相であるが，ときに，粘土相をはさんでいるの

b) 第 2 段丘堆積物

上足寄付近の足寄川流域および陸別町付近の陸別川流域に発達している。現河床面

からの比高は， 3，....... 5m ていどである。

砂棟層の厚さは， 2，...， 3m 前後である o

Xｷ'ｷ3 置戸火山灰層

1963 置戸火山灰田 鈴木守ほか

1960 第 2 段丘堆積物の一部(火山灰層) 三谷勝利ほか

l生別川の東側に発達する第 1 段丘堆積物をおおって分布している。

灰白色の粗しような火山灰相であって，火山灰質砂層をはさんでいる。また，浮石，

細瞭，炭化木片などをふくんでいるのところによって，偽層層理が発達している。

層厚は， 4，...， 8m 前後である。

X.2 沖積世地層および同時期火山噴出物

X.2.' 湖沼堆積物

河寒国立公関内の渇川流域および観光道路ぞいに，局部的に発達している。

上部は，フップシ火山噴出物および rp マチネシリ噴出物におおわれている。

この堆積物は，下部は，木炭化した木片をふくむ褐色の粘土層，上部は，棟や軽石

をふくんだ灰色の砂層から構成されているの層厚は， 1m 前後である。
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Xｷ2.2 フップシ火山噴出物

1951 フヅプシ火山噴出物 勝井義雄

この凶幅の東端の白水川最上流の地域に分布している。模式的には，隣接の阿寒湖

図幅地域のフップシ岳(海抜 1 ， 225.5 m) 付近に発達している。

この火山噴出物は，含かんらん石普通輝石安山岩の，熔岩流および砕片的拠出物か

ら構成されている。

熔岩は，やや赤褐色をおびた黒色の多孔質な岩相をしめしている。紫蘇輝石が，ひ

じように少ない特徴をもっている。

顕微鏡下で観察すると，つぎのようである。

斑 晶: 斜長石〉普通輝石で，ほかに，わずかに，紫蘇輝石，かんらん石がみ

とめられる。

石 基: ハイアロピリティック組織をしめす口ガラス，普通輝石，紫蘇輝石，

斜長石および磁鉄鉱からなっている。ときに，ガラス質のものやいく分定品質でオ

フィティック組織をしめすものがみられる。

砕片的措出物は，赤褐色をしめいやや凝固した集塊岩状の岩相をもっている。そ

して，火山岩塊や火山礁などを，火山灰で穆結している口
]2)

フップシ火山は，阿京湖図幅内のフッブシ需を寸 ι心とする。やや解析された成層火

山であって，阿寒カルデラの形成後，その西縁部の反動噴火によって生成したもので

あるの

)]券井によれば，このフップシ岳の山]頁や北麓の地域は，おもに，合かんらん石普通

輝石，安山手}の，熔"i !fifrt および砕 JI 的抽出物から構成されているが，北東麓には， Ik

長石の大品をふくんだ，かんらん :I i紫蘇開石普通輝石安山岩の熔岩流が発達している

ようであるの

Xｷ2ｷ3 雌阿寒火山噴出物

1951 雌阿寒火 I-LJ 噴出物勝井義雄

雌lゐj寒火山は，東に隣接する阿寒湖凶 II町内の中マチネシリ(海抜 1 ， 280 m) を中心

とした復成火山である。そして，早期の活動による南岳(海抜 1 ， 240 m) , 1 ,042 mill ,

東岳(海抜 1 ， 140 m)，主要噴出期活動のコブII! (海抜 1 ， 100m)，食IJ ヶ峯(海抜 1 ， 320

m)，中マチネシ 1) ，晩期の寄生的活動のi宥 III (海抜 1 ， 300m) 北山(海抜 1 ， 400 m) ,

ボンマチネシリ(海抜 1 ， 503 m) および最晩期の寄生火山である阿寒富士(海抜 1 ， 476

m) などから構成されているの
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この雌阿寒火山は，阿寒カルデラ形成後，その南西縁に噴出した火山群である。現

在なお活動しており，中マチネシリの中央大火口(IE:!爆裂火口)内の大噴，ボンマチ

ネシリの火口内，および 1 ， 042 m 山の南の山腹にある硫気孔などでは，今日もさかん

に，硫気活動がおこなわれている。

この火山噴出物は，全般的には，紫蘇輝石質岩系に属する安山岩で特徴づけられて

いる。そして，早期から中期までのものは， しばしば，石英やかんらん石の斑品を

ふくむ中性の安山岩 (Vd~りからなり，晩期の寄生火山は，石英の斑品をふくまな

い基性の安山岩 (Ve 型)から構成されているの

このような火山岩の岩質は，まえにのベた洪積世の阿寒カルデラ形成前の阿寒火山

噴出物(外輪山熔岩)，といちじるしく異なっているものであって，成因的にとくに混

成作用の影響を大きくうけた結果であろうと，考えなければならない。
7) り

雌阿寒火山については，勝井のくわしい研究がある。同氏による阿寒火山群の大要

は，つぎの表のようである。

第 1 表阿寒火山群 (1958:勝井義雄)

〆阿寒富士(成層火山， Ve 型)

ポンマチネシリ(成層火山， Vd 型)

西山(成層火山， Ve →Vd 型〉・北山(成層火 ILl・ドーム， Ve 型)

雌阿寒火山 j
:rF'"チネシリ(成層火山の上にドーム， Vd 型)

(沖積世) 'I

lll ケ峯一 VeｷVd 型〉 コプ山(ドーム Vd 型)

市岳(成層火 I Ll， Vd 型)・ 1 ， 042 m 山(ドーム， Vd 型)・東岳(成

層火山， Vd 型〉

雄阿寒火[1 1 (成層火山，頂上にドーム， Vd• e· Vd ・ Id 型)

ブヅプシ火Il~ (成層火I Ll， IVe ・lIe· Vd→c 型)

フレベツ火山 (3 つの成層火山， Vd 型)

(- 阿寒カルデラ形成

阿寒火山 j 軽石流堆積物 (V 型)
(洪積世) 1

l外輪 III (木禽 1£- ほか) (成層火山， IIle ・ IVe ・ c· VdｷVe 型〉

(岩型は久野久 (1955) の分類による)

この凶 III話内では， I雌阿寒火山のうちの，中マチネシリから以後の噴出物が発達して

し、る巴
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a) 中マチネシリ噴出物

雌阿寒火山の主体をなしている。そして， 中央に，径1. 1 km におよぶ大きな火 r--l

と火口丘をもっている。

[;Si t隔の東部地域に， }よい範囲をしめて分布している。

この地域では，おもに，火山宥塊・火山喋・火山灰・軽石などを多くふくんだ未凝

固な火山砕屑物岩相から構成されている。

熔岩流は，隣接の阿寒湖図ば内に発達しており，とくに，中マチネシリの III 央大火

口付近では，合かんらん石石英紫蘇輝石骨通輝石安山岩・合かんらん行紫蘇輝石普通

輝行安山岩・紫蘇輝石普通輝石安山岩などの岩質をもった多くの熔岩流が発達し，さ

らに，この上位には，頁岩や緑色凝灰岩などの外米地 III 物をふくむ厚い火 III 砕屑物岩

相が重なっている。

b) 西山噴出物

西山は，中マチネシリの寄生火山として，その西斜面に形成されたものと考えられ

ている。

この噴出物は，図幅内では，雌阿寒出来の東方に，その一部をのぞかせているにす

ぎない。それで，その分布状態や火口位置は明らかで、ない。

含かんらん石紫蘇輝石許ー通輝石安山岩の，熔岩流と砕片的抽出物から構成されてい

る。

顕微鏡下で観察すると，つぎのようである。

斑 品: 斜長石〉普通輝石からなり，紫蘇輝石とかんらん石をわずかにふくん

でし、る。

石 基: ハイアロピリティック組織をしめしている。斜長石・ガラス・紫蘇輝

石・単斜輝石・磁鉄鉱などからなっているの

抽出物には，ときに，普通輝行の結晶弾をふくんでいる。

c) 北山噴出物

北山は，中マチネシリの中央大火口と西山との間にできた寄生火山であって，頂 t

は， トロイデ状のドームを作っている。

雌阿宋温泉の北東方に，急傾斜の未端地形を作って発達している。

この噴出物は，含かんらん石普通輝石紫蘇陣石安山岩の熔岩流と砕片的抽出物の互

層岩本目から構成されている。
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熔岩は，陪灰色ないし虫色でやや多孔質の外観をしめしており，紫蘇輝石の斑品が

とくに目立っている。

顕微鏡下で観察すると，つぎのようである。

斑 品: 斜長石〉紫蘇輝石〉普通輝石からなれときに，かんらん石をふくん

でし、る。

石 基・ ややガラスの多い，ハイアロピリティック組織をしめしている。ガラ

ス，輝石，斜長石，磁鉄鉱などからなっている。

抽出物は，径数 em から 5cm以下の大きさをもった黒色火山瞭を主体にして，構成

されている。

b) ポンマチネシリ噴出物

ポンマチネシリは，中マチネシリの南にできた大きな寄生火山であって，雌何寒火

山の最高峰をなしている口山頂には，接合した二つの大きな爆裂火口がある。西側の

深い火口には赤沼，東側の浅い火口には青沼とよばれる沼がある。このほか，小赤沼，

古溝，北溝，南溝などの裂隙，第 1 火口などがみられる。

この山頂の爆裂火rJ内では， 1955 年， 1956 年， 1957 年， 1959 年と爆発がおこり，

現在も，はげしい硫気活動をつづけている白

この噴出杓は，雌:阿寒楓泉からコイボクショコツ川上流にかけた地域に分布してお

り，オンネトー湖から湯の滝にし、たる道路のわきによく露出している。

紫蘇輝石普通輝行安山岩 (Vd 型)の熔岩流と砕片的抽出物との互層岩相から構成

されている。熔岩は，黒色で多孔質な外観をしめしている。

顕微鏡で観察すると，つぎのようであるの

斑 品: 斜長石〉普通輝石〉紫蘇輝石。

石 某: ハイアロピリティック組織をしめしている。ガラス，斜長石，輝石(単

斜輝石〉斜 h輝石)磁鉄鉱などからなっており，ときにガラス質になっているの

抽出物は，火山岩塊，火山岩津，パン殻状火山弾，火山喋，軽石，粗粒から細粒の

火山!1<などから構成されており，そのほかに，頁岩起源と思われるホルンフェルスや

石灰賀岩などの外来描出物をふくんでいる。

この噴出物は，各所で， III 麓部の河川を If夏止めており，分布地域内には，オンネト

ー湖，錦沼，小沼などの湖沼や湿地帯が形成されている。また，この末端部では，温

泉活動がさかんであって，野中温泉，湯の滝温泉そのほかの温泉徴候地がみられる。

さらに，この噴出物に関係した褐鉄鉱や泥状マンガンの沈澱性鉱床が牛ー成されている。
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e) 阿寒富士噴出物

雌阿寒火山群の最末期の活動によって生成された，コニーデ状の寄生火山である o

山頂の南と東に，爆裂火口があるが，現在は，活動を休止している。

この噴出物は，南方に広い裾野をつくって発達しており，この図幅では，湯の滝温

泉の東方に分布している。

かんらん石普通輝石安山岩 (Ve 型〉の熔岩流と砕片的措出物から構成されている

が，凶幅地域内には，後者の岩相だけが発達している。

この砕片的抽出物は，火山岩塊，凪豆状火山弾，火山岩津，火山喋，粗粒火山灰な

どから構成されている。火山弾中には ， Ik 長石の大品がみとめられる。

この抽出物中には，軽石やパン殻状火山弾がほとんどみとめられない，このことは，

*阿寒富士の活動が，割合おだやかな爆廷であったことを物語るものである。

X.2ｷ4 崖錐堆積物

下白愛付近の茂足寄川の南岸および，イユ夕、、ニヌプリ山の北東方から東方の緩斜面

に発達している。

この堆積物は，その背後山地から供給された岩塊から構成されている。

下自愛付近では，硬質頁岩，砂岩，泥岩などの岩塊や礁を砂で充填している。

イユダ、ニヌプリ山付近では，この山を構成する安山岩の岩塊が，累累としている D

X.2·5 沖積層

おもな{OJ川や湖沼の流域に，帯状に発達している。砂利と砂から構成されており，

粘土や火山灰質粘一士などをともなっている。

XI 地質構造

この凶幅地域の地質構造は，浦幌断層と上足寄断層との 2大断層によって構造形態

をし、くぶん異にした，三つの構造区に区分できる。すなわち，

a) 上足寄断層の西側に発達する陸別向斜状地域。

b)j: 足寄断層と浦幌断層とで，両端をかぎられた上螺湾向斜地域。

e) 浦幌断層の東側に発達する中央地塁構造帯地域。

などの構造単元である。

1 摺曲構造

ネ この噴火状態は，イタリーのストロンボリ火山の形式ににているようである凸
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第 11 図構造図

a) 陸別向斜状地域

図幅の西部地域に形成された，ほぽ N-S ないし NNE-SSW 方向の軸をもった向

斜状構造市である。

この向斜の両翼には，小利別層が発達し，軸部は， I生日Ij層が広く分布している。

地層は，両翼側とも， 12 ，...... 20° の緩い傾斜をしめしており，地域的には， 30 ，...... 40° に

なっている凸なお，宇遠別沢付近には，局地的に，背斜および向斜構造が発達してい

る。

b) 上螺湾向斜地域

1962 上螺湾向斜地域 井上英二ほか

l斗幅のほぼ中央から東部にかけて， NE-SW の軸方向をもって発達した向斜構造

帯である。

- 37-



この構造帯は，西限が上足寄断層，東|浪を浦幌断層で規定され，それぞれ隣接の構

造帯と接している。

この地域は，中新世の川上層群が，ほとんどの部分をしめており，東限の浦幌断層

にそって，漸新世の音~Jj層群の地層が発達している。

この向斜構造帯には， 1-'2 の背斜および向斜軸が形成されていて，いわゆる複向斜

構造をなしている。これらの摺曲軸は，フータッアショロ川口付近と，ワッカピリカ

川合流点付近を結ぶ線を境にして，その南では， NE-SW，北では， N-S の走向を

もってし、る。

地層は，一般に， 10........25° の緩傾斜をしめしているが，浦幌断層に近づくにつれて，

50° 以上に急斜するようになっている。

この構造帯の基盤岩は， a)ー構造帯と同様に，日高累層群の小利別層であると考え

られる。

c) 中央地塁構造帯地域

1962 中央地塁構造帯 井上英二ほか

図幅の南東部に発達しており，到"路炭同地域内の，一つの構造単元の北東方の延長

部に当っているの

この構造帯の基盤は，まえのこつと異なり，上部白望統の根窒層群の地層である。

この地域には， NEE-SWW の走向をもって，北東にむかつて沈んだ，クッチヤロ

シベツ向斜軸が発達しており，沈下した軸部には，音別層群上部の茶路屑が発達して

し、る。

地層の傾斜は， 20 ，.....; 30° 程度である。

2 断層

うえにのベた各摺曲構造単元をきって，多くの断層が発達しており，これらの断層

によって地質構造はし、っそう複雑化している。

断層は，その走向傾斜および形態から，つぎの三つの系統に総括できる。

a) 浦幌断層

b) NE-SW 性断層群

c) NW-SE 性の断層群

a) 浦幌断層

この断層は，南西方に隣接する足寄太，本別，常室などの各同幅を横切って，活平
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付近から，この凶幅の南東部まで，延々 50km 以上にわたって追跡できるような，大

規模なものである白

この凶幅では，螺湾J11 6 の沢二股付近から，ポンニップ川ぞいを通って，中マチネ

シリ噴出物の下にかくされてしまった， N50，-..-600E の定向をしめしている。

断層面は，よく観察できなかったが，隣接図幅内では，ほとんどの地域で，衝上性

の逆断層をしめしている。

*この断層は，図幅内における基盤岩である，小利別居と根室層群との地層境付近に

形成されたものであって，そのうえ，古第三統の浦幌層群の積成盆および新第三統中

新世の川上層群の積成盆の)ムAがりや形成にも，影響を与えているようである。

b) NE-SW 性の断層群

この系統の断層は，上螺湾内斜構造および中央地塁構造帯において，摺曲構造に平

行ないしやや斜交した走向をもって発達しているのおおむね，断層面が， 50 ，-..- 70° 以

上の急傾斜をもった正断層である。地層の転移は，あまり大きくなし、。

この断層群には，分岐した小断層がかなり附随しているの

c) NW-SE 性の断層群

この系統の断層は，まえにのべた各構造単元を通じて，これを胴切る断層であって，

地層の分布状態にかなり大きな擾乱を与えている。そして，これによる地層の水平転

移はし、ちじるしく大きい D

断層面が， 60ー以上の急傾斜をもった正断層である。

この群は， b) の断層群よりも早期に形成されており，後者によって寸断されている。

XII 応用地質

この図 l隔地域は，ジュラ紀~下部白望紀の小利別層から新第三紀中新世の川上層群

の地層にいたるまでの長い地質時代にわたって累積した，海成から淡水成の多くの堆

積層が発達しているのまた，新期火山の活動の場でもあったところから，かなり多様

な鉱産資源が埋蔵している。すなわち，小利別層に賦存する硫化鉄鉱床と石灰石，浦

幌層群および陸別層に賦存するイ 1炭， }II 上層群中の石油および flJ:焼、性天然、ガス，雌阿

寒火山の後火山作用としての温泉活動に関係する沈澱性の褐鉄鉱とマンガン，および

*根室層群の地層堆積後の造構運動時期に，恐らく断層で接しものと考えられる。
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温泉， m上層群の地層に道入した安山岩岩脈を利用した石材などがそれである。

これらの鉱産資源の一部は，すでに採掘されたり，現在採掘をおこなっているもの

である。

全般的に，鉱床の規模は，あまり大きくなし鉱徴ていどのものも 2........3 あるようで

ある。なお，図幅の東南地域のオンネトー湖を中心として賦存する可燃性天然ガスは，

数年以前に知られたものであるが，今後を期待される資源である。

XII.l :ti炭

石炭は，古第三紀・漸新 tit の浦幌層群・雄別層と，第三紀の陸別層とにふくまれて

いる。

いずれも，炭層は，薄くしかも連続せず，稼行の対象としては，あまり適当ではな

し、。

a) 雄別層の石炭

推別層の基底近くに 1 枚はさまっており，コイボクショコツ川上流の南の小沢に露

頭がみられる。

粗悪炭

石炭・炭曇頁岩

頁岩

第 12 図炭柱図

この石炭層は，山丈 78cm ，炭丈 55cm であるが，

その大部分が，粗忠炭ないし炭質丘岩である O また，

この付近には，露頭が 1 地点でみられるだけであって，

雄別層の発達するほかの地区では，その徴候さえ，み

られないようである。

炭質は， 日木工業現格規準によれば，望月表青炭の E
13)

級に属する。

この石炭の分析結果は，第 2 表のとおりである。

この [gjr 隔地域は，まえにのべたように， ~II 路炭田の

， It ブJの周縁部地域に相当しており，同炭回の含炭古第

三紀回全体の発達は，いちじるしく貧化している。そ

して，央炭層は，推別居がひじように薄化して発達し

ているにすぎなし、。このような点からみて，雄別層の

イ i炭は，稼行対象にはならない。

b) 陸別層の石炭

陸別層中には，連続性に乏しい，薄層の石炭層をは
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第 2 表雄別層の石炭分析表

固定純炭に対する

水分|灰分|揮発分|炭素直熱量|硫黄|国語戻「嘉扇亙i 灰の色|粘結性|比重
(%)I(%) I(;?;:;) I(%) I(Cal)I(;?;:;) I 素(ガ) I(Cal)I

土竺一 29一竺?一剤i竺小竺竺7i型f三ゲ竺一:空一一j一一?一0
1

い| 0. 321 叫切作 叫
分析: 永田松三

さんでいる。一般的に，傑岩ないし傑質砂岩に介在する砂岩，泥岩のJi.層岩十日にはさ

まっており，その)吾準は，一定していないようである。

おもな露頭は， 613 点沢の対岸の足寄川小支流の奥， 陸別市街北東方の陸別川両岸

の小支流などでみられる。

いずれの地区においても，露頭に，小さな坑口をつけて，乱掘しであるために，炭

層を観察することができないところが多い。

炭層の厚さは，ほぽ， 20，....，40em 前後であるが，膨縮がはげしいようである。

このほかに，ベンケクンベツ川や宇遠別川流域に分布する陸別層中に，数 em から

10cm 以下の薄い炭層を，ときにはさんでいる。

炭質は，褐炭の F，....，F1 級に属する。

XII.2 石油および可燃性天然ガス

この図幅地域には，北海道東部地域における行油および天然ガスの匹胎地層をなす

新第三系・中新世の地層が広く発達している O

そして，足寄川本流最上流に石油徴候がかつてあり，また，オンネトー湖に天然ガ

ス徴候が露頭している。前者の地点では，イユタ〉ヌプリ山熔岩が，河岸および河床

に分布している。そして，この熔岩の下位には， l-P新世の川上層群・貴老路層の泥岩

層が発達していることが予想される。

石油は，岡村要最によると，第三紀層中に匹胎し，上部の熔岩の裂纏または空隙を

透過して，河床の砂礁層中に惨出していたようである。今調査の際には，油徴はみら

れなかったり

この石油は，褐色半透明で f希薄な油質で、ある。比重は， 0.645 である。

石油徴 1院は，このほかに，阿寒国立公開 lサの観光道路のわきの沢の中にもあって，

かつて，採油されたらしいが，現在は，その地点もわからなくなっている。

可燃性天然ガス徴候は，オンネトー湖のなかに，数多く噴出しているの
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オンネトー湖は，ポンマチネシリ噴出物によって，螺湾川制定が堰止められて形成

されたものであって，湖の北岸および西岸には，中新世の川上層群の地層が分布して

いる。また，東岸と南岸側には，ポンマチネシリ噴出物の熔岩流が広く分布している白

湖付近の川上層群の地質状態は，湖の中心から南西寄りのところを， ほぽ N50，......，

600W の断層が横切っていて，この断層の南西側では， N60---700E ・ 30---400NW の

走向傾斜をもった本別沢層・砂岩泥岩層の地層が発達している凸また，その北東側で

は， N40° 土W ・ 20---300NE の走向傾斜をもって累重した，本別沢層・板状頁岩層が

発達している。すなわち，この断層によって，北東側の地層は大きく転移している。

オンネトー湖は，水深が平均 10---12 m であって，湖底には，火山性砂層が厚く埋

積しているようである。なお，南岸でおこなった温泉試験井では，深度 53m まで，

火山性堆積物および熔岩流が発達しており，これ以深は，本店Ij沢)再・砂岩泥岩層の地

}爵であった。

天然ガス徴候は，第 13 凶のように，ほほ手断層が出切ると推定される地借にそって，

第 13 図 オンネトー湖の天然ガス徴候(噴出地点は結氷していない)

噴出している。噴出地点は，大小あわせて， 30,.....40 点前後あるが，これらが，ほぼ四

つの群集を形成している。各群集の問には，小さな噴出点が数個所みとめられる。

そして，現在湖内に噴出して~、るガス量だけでも， 300 m3/day を降らないであろう

と思われる。
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第 14 図 天然ガス徴{民地点分布閃

この天然ガスの分析結果は，つぎのようである。

第 3 表 天然ガス分析表

CH4 C2H6 C品 C02 O2 I N2etc. 発熱量
(Vol;;;)(Vol~;)|(Vol 幼 |(Vol 幻 (Vol ;;の (Vol 幼 (kcal/m 3)

88.ooi0.9411.5513.3210.3315.8618,212
V.V'-i:! ~.vvi '-'_'-'｣..I l l

分析: 斎藤尚志

この分析結束からみると，この天然ガスが，第二点己の石油系ガスであることは明ら

かである。

そして， )II ト層群本別沢屑に介在する有機質泥岩をガス根源岩としまた，同居中

に貯j留されているものと推察される。なお，本別V'~層・板状頁岩層を構成する硬貨;頁

岩の一部から，ベンゼンーアセトンーエタノール混合溶液を用いて，有機物のftfl出を

おこなった結果では，抽出有機物量;は， 0.06;;;Hij 後の値をしめている。

この地域の天然ガス鉱床の型体については，深部探鉱をおこなっていない現段階で

は，明確にはわからないの
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A

B

しかし，周辺地域の川上層群の地質構造および湖内のガス徴候の配列状態からみて，

断層閉塞型に属するものではないかと推察される。

XII.3 石灰石

凶幅内では，日高累層群・小利別層に介在しており，ホルンナイ沢の沢口付近に露

出している。

この石灰石は，暗灰色で，やや硬い岩相をしめしている口そして一部に，紅灰色の

色調をもった岩相をはさんでいる。

また，珪酸分にとみ，ところによって，珪質岩との縞状の互層部や網目状に道入さ

れた部分などをかなりふくんでいる。

この石灰石の分析結果は，つぎのようである。

第 4 表石灰石分析表

ωl MgO Fe203 A仙 I Ig.loss

52.27i 0.40! 0.431 0.441 41.58

5411|0201 0540村山

分析: 二間瀬初j

この分析試料は，岩体のやや良質な部分であるが，やや珪酸分にとんでいるようで

あるの

この鉱体は，定向延長が 350-....400m , I隔が 150---170 m ていどの範併iで賦存が確認

できる。鉱量は，ほぽ 130 万トシていどと思われる。

ホルンナイ沢では，この鉱体のすぐ上流と， 500m 前後上流の地域にも，石氏石の

白頭がみとめられる巴賦存範囲および鉱量，品質などについては，確認していないロ
1ろ) lG)

XII.4 褐鉄鉱

図II屈の南東部地域では，ポンマチネシリ噴出物に関係した沈澱性の福鉄鉱鉱床が点

在して賦存している。とくに，野中鉱床と錦沼鉱床は，国模がやや大きいようであっ

てp かつて採掘されていたものである。

a) 野中鉱床

雌阿寒温泉(野中温泉)の北方約 1km の地点にある。この鉱床は，昭和 26 年に発

見され， r司 32 年から 33 年まで係掘され， 2 ，000 トンていどを出鉱したといわれている。

この付近は，北 III 噴出物の末端部にあたっているの
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第 15 図錦沼の褐鉄鉱鉱床

などの植物をひじように多

くふくんでいる凸

品(立は， Fe54........55 りで，

昭和 35 年に，北光鉱山株

式会社によって採掘された

が，現在は休山中である。

新第三紀・中新世の川上

層群の地層およびポンマチ

ネシリ噴出物を基盤に発達

している。この鉱床も，野

中鉱床と同じくモス・タイ

プの沈澱性鉱層であって，

延長約 70m， I幅約 40m，

厚さ 2m の範囲で賦存して

いる。そして，ヨシ・アシ

鉱床は，たがし、に 200m の距離をへだてて，ほぼ N-S の方向に配列する 3{闘の褐

鉄鉱層群から構成されている。そして，南から，それぞれ 1 号， 2 号， 3 号鉱床と名

づけられている。

この鉱床は，いずれも，ヨシ・アシなどを交代して褐鉄鉱化した， rモス・タイプJ

の生物化学的沈澱性鉱層であって，沼沢地に賦存している。

褐鉄鉱の賦存範囲は， 1 号下部鉱床が約 900 m 2, 1 号上部鉱床約 300 m 2, 2 号鉱床

が約 500m2 である。また， 3 号鉱床には，まとまったものはみられなかった。

鉱層の厚さは，各鉱床とも，平均 1m ていどである。

品質は，ところによって， Fe;54;:' 'c ていどのものがあるが，平均して， Fe;50;:'~

前後である。硫黄分は， S;0.9........2.2%と高い値をしめており，鉱石としては，やや

検討を要する。

b) 錦沼鉱床

雌阿寒温泉(野中温泉)

の南西方約 500m の錦沼に

ある凸
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良好であるが，硫黄分が1.3---1.7;:~と多く，鉱石上の難点になっている口
10)

XII.5 マンガン

オンネトー湖の南方約 3km の阿寒の富士山麓に，沈澱性の，~，色泥マンガン鉱層が

賦存している。

昭和 26 年から同 29 年にかけて，北邦興産株式会社によって，阿寒マンガン鉱山と

よばれて断続的に稼行されたが，現在は休山中である D

鉱床は，ポンマチネシリ噴出物の熔岩流を基盤にして発達している凸東西約 70m ，南

北約 150m の範囲で賦存しており，間に 2----3m の厚さの 1i 灰華をはさんで，その上下

に，それぞれ 1m 前後の厚さの鉱層を形成している口品位は， Mn18---50ガである。

現在，山元には， Mn48----54;:，;;の鉱石が，約50 トン位貯鉱されているが，鉱床ーの方

は，ほとんど採掘されつくしている。

この付近では，現在でも，r!J腹から，合マンガン温泉(MnO:0.05mg/l) が湧出

している凸

この鉱床とは別に，オンネトー湖の東方の山腹緩斜面には，沈澱性の泥マンガンが

賦存しているようであるが，その発達の状態は，未調査であるの

XII.6 硫化鉄鉱

ベンケクンベツ JII rl:J流の小沢に露頭している。

鉱床は，小利別層の輝緑凝灰岩とスピライト質岩との間の N 40
0
Wjf 向の勇断市に

そって，硫化鉄鉱がし、ちじるしく鉱染したものである。

ほ岩の変質は，炭酸塩鉱物化が主体であって，少量の緑泥石化もともなわれ，とこ

ろによっては，石英や曹長石もみられる。

XII.7 温泉

この図幅の東部地域には，二つの泉質のちがった温泉がしられている D すなわち，

雌阿寒温泉と阿寒マンガン鉱山跡付近の湯の滝である。

両者とも，ポンチネシリ噴出物の熔岩流の亀裂をったって湧出している。

a) 雌阿寒温泉(野中温泉)

この温泉は，大正 2 年に発見され，大正 8 年から温泉経営がおこなわれているロ現

在は， 2 軒の温泉街がある白

泉温は;野中温泉の湯元でもっとも熱心 43°C であるが，隣家の湯元は 40°C 前後

である。また，この付近の山腹を掘ると，何処でも， 37.-.-38 口C の温泉が湧出するよう
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であるの

良質は，無色透明，苦味，きわめて硫化水素臭の強い合食塩含石膏硫化水素泉であ

る。湧出後は，灰黄色にかわり，湯華を沈殿するの湧l l-\量は， 5501/min 程度である。

水質分析結果は，つぎのようである。(北海道衛生研究所 昭和 33 年 10 月分析)

第 5 表温泉水質分析表

成 分 pH 蒸発残前 K+ Na+ Ca++ Mg++ Fe++ M++

合ゐ量! 6439705j 290l 湖町 7ml 5991 oq 975

成分 I Al+++ Cl- S04-- H3As04 ア H2Si0 3 HBOz!FreeC02 H~S

含有量 12.6 685.111,736.11 0.83 234.6: 17.9 502.2 32.4
mg/i i

b) 湯の滝

ポンマチネシリ噴出物の熔岩流の亀裂から湧出し，この熔岩の末端医から，滝をな

して流出している。 湧出口は， 5----6 ヵ所あって，湧出量はきわめて豊富である。

泉i品は，最高で， 43.5°C であるが， 40°C や 30°C ていど湧4えもある。

水質分析結果は，つぎのようである。(北海道立地下資源調査所， 昭和 35 年 10 月

分析)

第 6 表温泉水質分析表

成分 pH3HC03-JFrELJ Cト iT匂eJNH4+[S04z!ca川 Mg++

含有量 8.311740.0! 215.9
1

2.2 224.0'trace None 57.5
1

194.4 117.5(mg/!) v, vl '&-"v , vl ".LV."I

分析: 二間瀬列

なお，北海道大学理学部両村雄吉博士の分析によれば， MnO を微量 (0.05 mg/i)

ふくんでいる。

この温泉は，湧出地点が，かなり奥地になるために，これまでまったく利用されず

に放置されてきたの最近，オンネトー湖を中心として，観光地造成計画が立案される

におよんで，湯の滝から湖畔まで温泉を導いて利用するようである。

XII.8 ~fi 材

ql新世の川上層{I干の地層に注入した安山岩岩脈を，一部の地域で石材として利用し

ている c 現在は，沃i?&;付近で，道路用の割石として採石しているぞ

この安山岩ーが，黒色の堅硬な岩相をもっており，石材としては，良質である巴

- 47-



このほか，石材に利用できるものとして，宮城Jコ北方にある安山岩岩脈，および，

まえにのベたホノレンナイ沢の石灰石がある。とくに，後者は，右{本も大きく，採掘条

件にも恵まれていて，稼行する価伯があるように思われる。
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Resume

ThemapareaoftheKamiashorosheetislocatedintheeastern

partofHokkaid6 , betweenLat. 43°20' ,...... 43°30' andLong. 143ー4-5'

,...... 144- 0ー1E.

Themapareaisclassifiedtopographicallyintothethreeareas;

thearea of 丹at terraceand alluvialdeposits below350meters

height, theareaofdissectedlandform from350to500 meters ,

andthemountainousvolcanoareaabove500meters.

Geology

InthisareaaredevelopedtheJurassic-LowerCretaceous , the

Upper Cretaceous, thePalaeogene andTertiary formations , as

wellasthesedimentaryandvolcaniceffusivedepositsofNeogene

andQuaternaryages. Geologicsuccessionoftheseformationsis

showninFig.
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,. Jurassic-LowerCretaceous

TheShotoshibetsuformation thatcanbecorrelatedroughly

toapartoftheSorachigroup, theupperpartoftheHidakasuperｭ

group, isdevelopedinthewesternpartofthemappedarea. Itis

composedmainlyofschalstein, andhassomebasicigneousrocks

andlimestone. Thethicknessismorethan800meters.

2.UpperCretaceous

A seriesof sedimentsbelongingtotheNemurogroupare

Age Geological order ni(cmh)ess

Alluvial deposits

-国。民自wu。。
Talus deposits

Meakan volcanics

α2EE3E
Fuppushi volcanics

Lake deposits

}仏制山川WUO市山町。居岡
Oketo volcanicash

Tarrace deposits

Akan volcanics

•ThEH-EHω
Plio-

Iyudaninupuri-yama lavaeene

EEUE
Kawaka·~ 日Iroro formation 420+

Z。ロ'"唱ω。 illl INisho formation '1200 ー

group
!1396600+十~Honbetsuzawa formation

,Tertiary Rikubetsu formation 800+

ト立m町cω目
?

Onbetsu Charo formation 440+

凶む口。u。同 group 。magari formation 100-200

-仏W。個ωM。回。 Yubetsu formation 20
。

Urahor 。

group
Rushin formation 220+

Upper Nemur 。 Kawaruppu formation 700 十

Cretaceous group Katsuhira formation 400+

L4EonwesI 』uCe-re~u~ir~~ot~ Shotoshibetsu formation 8Cil+

Table: GeologicalSuccession
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distributedinthesoutheasternpartofthemaparea, andarediviｭ

dedlithologicallyintotheKatsuhiraandtheKawar ・uppu formadｭ

tions.

TheKatsuhiraformation , morethan400meters thick, conｭ

sistsmainlyofdarkgreymudstone.

TheKawaruppuformation, morethan700metersinthickｭ

ness, ischaracterizedbymudstonefaciesincluding medium 岳民

grainedsandstoneinsomeparts. Thesandstonebedsattaina

thicknessof80--100meterslacally.

3.Palaeogene

ThePalaeogeneformationsarefoundinthesoutheasternpart,

wheretheycovertheformationsoftheNemurogroup unconfor ・咽

mably.

ThePalaeogeneformationsaredividedintotheUrahoro and

theOnbetsu groups, whichareunconformable witheach other.

Bothgroupsyieldfosslisofmarinsfaunaind:eatingOligoceneEpoch.

TheUrahorogroup istheimportantcoalbearingformation

intheKushirocoalfieldofeasternHokkaidδ ， andisdividedinto

thefourformationsinthecentralpartofthatcoalfield.

Inthismaparea, thelowertwoformationsofthe four , the

RushinandtheYubetsu formations , are exposed, buttheyare

poorlydevelopedasa whole, whencomparedwiththoseinthe

centralarea.

TheRushinformation is composed , throughoutthewhole

succession, ofconglomerateandconglomeraticsandstone, andrarely

intercalatessandstoneandmudstone. Thethicknessismorethan

220meters.

TheYiibetsuformation isrepresentedonlybyanarrowstrip

abovetheRushinformationstretchingfor700meters. Except

this, itisabsentfromtherestofthismaparea. Itisa series

ofsandstoneandmudstoneinalternation.andisabout20 meters

thick. A coalseam(80em)isintercalatedinthelowermostpart.
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TheOnbetsugroup consistsofmarinesedimentscontaining

fossilsofPoronai-typefauna. Twopartsaredistinguishedlitholoｭ

gicallyinthisgroup. Ttelowerpart, beingcharacterizedbyrich

sandstone facies , iscalledthe Omagariformation (200meters

thick) , andtheupperpartofmudstonefaciestheCharoformation

(11'.orethan400meters).

DistributionoftheOnbetsugroupisfarmoreextensivethan

thatofthelJrahorogroup, anditextendsfarthernorthwestwhere

itliesunconformablyontheShotoshibetsuformation. Itshows

thattherewasmigrationof sedimentarybasinbetweenthetwo

periods.

4.RikubetsuFormation

TheRikubetsuformation restsunconformablyupontheShotoｭ

shibetsuformation , andisdevelopedextensivelyinthewestern

area. Itisaseriesofterrestrialdepositsbeingcomposedmainly

ofconglomerateandconglomeraticsandstone. Severallayersof

coalseam(lessthan40cminthickness) , considerablyvaryingin

thickness , areintercalated.

5.NeogeneSedimentsandVolcanicEjecta

TheKawakamigroupofMioceneEpochandtheIyudaninupuri

lavas, theproductsofPlioceneigneous activity, aredevelopedin

thisarea.

TheKawakamigroupisthick, marinesedimentswhichyield

marinefaunaindicatingMiddle-LateMioceneEpoch. Itisfound

extensivelyfromthecentralparttotheeasternpartofthemaparea,

andexhibitsalargesynclinalstructure. Relationtothesubjacent

formationsisrepresentedbyfaultcontacteverywhere. Alongthe

westernwingofthesyncline, itcontactswiththeRikubetsu , form明

ationwhileitcontactswiththeOnbetsuandtheNemurogroups

alongtheeasternwing. Namely, thebasementrocksare di 百e

rentonbothsidesofthesyncline. Thegroupisdividedlithologi-
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callyintotheHonbetsuzawa, theNishδand theKiroroformations

inascendingorder.

TheHonbetsuzawaformation showsaremarkabledifference

inlithologybetweenthetwowingsofthesyncline. Ontheeastｭ

ernwing, theupperpartconsistsofhardshaleandsandymudｭ

stone-mudstonein alternation, andthelowerpartof mudstone,

hard shale, sandstoneandconglomerate. Contraryto this, the

lowerpartonthewesternwingexhibitsawholelydifferentlithoｭ

logyofpyroclasticrockscomposedmainlyoflavasandagglomeｭ

ratesofhornblendebearingbasalticandesite. Theupperpartis

similartothatontheeasternwing. Thethicknessofthisgroup

is960~-1 ，360 metersormore.

TheNishoformation isaseriesofhardshaleandmudstone

inalternation, comprisingmanybedsoftu 丘=aceous rocksthroughout

thewholesuccession. Tu 百aceous rocksareremarkableespecially

inthelowerpart, whiletuffaceouscoarsesandstonebeds, characterｭ

isticandlessthan100metersinthickness, arefoundinthemiddle

part. Inadditiontothis, theformationvariesconsiderablyin

thicknessandlithologyfromplacetoplace. Itislessthan1,200

metersthick.

TheKiroroformation isathickseriesofmudstoneandsandy

mudstone. Tuffaceous, pebblebearingcoarsesandstonebeds, 10-ｭ
20metersthick, arefounddevelopedinthelowerpart. Thetotal

thicknessexceeds420meters.

TheIyudaninupurilavasaredistributedaround 孔1t. Iyudaninu ・

puriinthenortheasternpartofthemaparea. Theyarecom-

posedofhornblendebearinghypersthene-augiteandesite.

S.QuaternarySedimentsandVolcanicEjecta

ThePleistocenecomprisestheAkanvolcanic ejecta, terrace

depositsandtheOketovolcanicashformation , whiletheAlluvium

isrepresentedbysuchformationsaslakeandswampdeposits, the
Fuppushivolcanicejecta, the 孔1eakan volcanicejecta, talusdeposits
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andalluvialdeposits.

TheAkanvolcanicejecta comprisethesommalavasofbasalｷ

ticandesitecharacteristicallyincluding pigeonite, welded tu 百 of

augite-hyperstheneandesiteandpumiceflowdeposits.

TheOketo volcanicash formationisfoundinthenorthｷ

westernpartofthemap area, whereitcoversthe1stterrace

deposits. Itconsistsofcoarsevolcanic ash, andcontainssand

layers, pebblesandpumice. Thicknessrangesfrom4to8meters.

TheFuppushivolcanicejecta~ intheeasterncornerofthe

maparea , aredistributedaroundMt. Fuppushi, whichisastrato・

volcanoeruptedonthewesternrimoftheAkancalderaafterits

formation. Theycompriseporouslavasandfragmentalejectaof

olivinebearingaugiteandesite.

TheMeakanvolcanicejecta aretheproductsofthevolcanoes

constructedaftertheformationof Akancalderaonitssouthｷ

westernmargin. Theyarecharacterizedasawholebyandesite

belongingtohyper 計henic rockseries. Fromtheearlytomiddle

stagesofvolcanic activity, lavasandfragmentalejectaofinterｭ

mediateandesitecontainingquartzandolivinephenocrystswere

pouredout, '>vhilethoseandesitewereejectedinthelatestage.

EconomicGeology

Suchmineralresourcesasfollowsarefoundpresentinthis

area;ironsulphideoredepositsandlimestoneintheShδtoshibetsu

formation , coalintheUrahorogroupandintheRikubetsuforma 司

tion, petroleumandnaturalgasintheKawakamigroup, manganese

andlimoniteoredepositsprecipitatedthroughsolfataricactionof

theMeakanvolcanoes , andhotspringsrelatedtothementioned

volcanoes. Exceptoneortw アo instances, theyarenotverylarge.

Thelimestone isdarkgreyincolour, andisratherhard. It

includessiliceousrocksinformsofbandandnetwork, andisrather

richinsilica. Theorebodyamountsto1,300,000 tonsorso.

Thenaturalgas isrelatedtotheTertiary petroleum, and
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contains88.00 タ;:; CH4, 0.94 タ;:; C2H6 , 1.55;:;:; C3Hわ 3.32::;:; COb 0.33

::;:;O2 and5.86 ,% N2 etc. Manysignsofnaturalgasareshown

inLakeOnnetδThe alignmentofthesesignsandthegeologic

structureofthisareasuggestthegas reservoirentrappedbya

fault.

Thelimonite isscatteredinthePonmachineshiriejectain

formofsmallorebed, 1--2metersthick. Itisrichinsulpher,

andcontains50-54，~;:; Feand0.9--2.2 タ';:; S.

Themanganeseore isfoundrestingonthebasementoflava

百ow belongingtothePonmachineshiriejecta. Theorebedis1

meterorsointhickness, andextendsfor70metersfromeastto

westandfor150metersfromnorthtosouth. Itcontains18--50

;:;:;Mn.

Mostofthemanganeseoredepositsaswellasofthelimonite

oredepositsandbeingexploited.
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